
● お子さまの安全のため、ご使用前に必ず本書を読み、
十分ご理解の上、正しくご使用ください。

● 38ページの品質保証書に、必要事項をご記入ください。

● 本書は、座面裏に保管してください。（14ページ参照）

ムーヴフィットジュニア
シリーズ

取扱説明書

コンビジュニアシート

品質保証書付

汎用型：質量グループ2, 3
体　重：15kg以上～36kg以下の学童用
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安全にお使いいただくために

●表示について
本書では、安全に正しくお使いいただくため重要な事項を
「危険」、「警告」、「注意」の表示で説明しております。重要
事項が守られなかった場合に予想される、危害・損害の、
切迫度や大きさにより区分したもので、大変重要な内容で
す。必ずお守りください。

ジュニアシートは、交通事故などの場合にお子さまの傷害
を軽減することを目的としており、必ずしも事故からお子
さまを無傷で守るものではありません。

このたびは、コンビジュニアシートをお買い上げい
ただき、ありがとうございました。お子さまの安全
のため、ご使用前に必ず本書を読み、十分ご理解の上、
正しくご使用ください。

事故など緊急時は、保護者の方がシートベルトをはずし、
すみやかにお子さまを車外に脱出させてください。

 緊急時の脱出

表　示 表示の内容

危険
誤った取り扱いをすると、人が死亡または重
傷を負う危険が切迫して生じることが想定さ
れる内容です。

警告 誤った取り扱いをすると、人が死亡または重
傷を負う可能性が想定される内容です。

注意
誤った取り扱いをすると、人が傷害を負った
り、物的損害が起こる可能性が想定される内
容です。

ジュニアシートをご使用いただく上で知って
おいていただきたいこと、および知っておく
と便利な内容です。
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安全にお使いいただくために

お使いいただけるお子さまの条件

本製品は、お子さまの成長に合わせて2通りの使いかたが
できます。

 ジュニアモード
体重条件：15kg以上～36kg以下
身長の目安：95cm～145cm程度
年齢の目安：3才ころ～11才ころ

使用方法：車のシートベルトを背もた
れの肩ベルトガイドと座面
部の腰ベルトガイドに通し
ます。

 ブースターモード
体重条件：15kg以上～36kg以下
身長の目安：95cm～145cm程度
年齢の目安：3才ころ～11才ころ

使用方法：背もたれをはずし、座面部
の腰ベルトガイドに車の
シートベルトを通します。 
また、肩ベルトをお子さまの
体に合わせるためにベルトポ
ジショナーを使用します。

「身長の目安」や「年齢の目安」は、あくまでも目安です。身
長や年齢が上記条件を満たしていても、「体重条件」を満た
していないお子さまはお使いになれません。

ブースターモード時は、必ずベルトポジショナーを使用し
てください。衝突時、シートベルトが肩からはずれて危険
です。
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● 極端なバケッ
トシート。

…座面の中央が
極端にへこん
でいる座席。

32cm未満
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取り付けできない座席

次の条件のいずれか1つでもあてはまる場合は、その座席
ではお使いいただけません。

●座席の中央が極端に盛り上
がっていて、取り付けたと
きに不安定になる座席。

● シートベルトの取り付け幅
が32cm未満の座席。

● 進行方向に対して横向き、
または後向きの座席。

● パッシブシートベルトの付
いた座席。

※パッシブシートベルトとは
… 車の座席に座ってドアを閉
めると、自動的にシートベル
トを装着してくれる装置の
こと。（オートマチックシー
トベルト） ● 座面の奥行きが 40cm未

満の座席。

● エアバッグ装備の座席。

 サイドエアバッグのみの
場合には使用できます。

40cm未満
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● 2 点式シートベルトの座
席。

● シートベルトの付いていな
い座席。

本製品は、シートベルトの
種類により使いかたが異
なったり、使用できない場
合があります。

シート

3点式シートベルトとは

図のように、腰ベルトの左右
と肩ベルトの3点で体を支え
るシートベルトのこと。

2点式シートベルトとは

図のように、肩ベルトがなく
腰ベルトの左右2点で体を支
えるシートベルトのこと。（2
点式シートベルトには取り付
けられません）

腰ベルト

肩ベルト

腰ベルト

取り付けできない座席

安全にお使いいただくために

● シートベルトが座席の中間
から出ている座席。
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ベルトの種類と使用上の注意点

● 必ず3点式シートベルトの座席に取り付けてください。
●2点式シートベルトの座席では絶対に使用しないでくだ
さい。本来の機能を果たさず、大変危険です。

本装置はUN/ECE規則No.16 または他の同等の基準に基づいて認可された
3点式安全ベルトを装備した車種に限り使用するのに適しています。
＊日本国内で登録されている自動車はほぼ適合しております。車種適合につきまし
ては下記サイトにてご確認ください。
http://www.combibaby.com

シートベルトの種類と特徴
（見分けかた）

取り付け上の
注意点

ELR ゆっくりと引くとベ
ルトが自由に出入り
し、勢いよく引くと
ロックする。

ゆっくりとシートベ
ルトを引き出して取
り付けてください。

AELR ベルトをすべて引き
出した後で巻き戻す
と自動的に締まり、
それ以上伸びなくな
る。
（ベルトをすべて巻
き戻すと解除され
る）

シートベルトをすべ
て引き出すと危険で
す。シートベルトを
一度戻して、チャイ
ルドシート固定機能
は解除してから取り
付けてください。

NR 巻き取り装置の付い
ていないシートベル
ト。

ジュニアシートに合
わせてシートベルト
の長さを調節してく
ださい。

NLR ロック機能のない巻
き取り装置付きシー
トベルト。

ALR ベルトを引き出す途
中で止めるとロック
され、それ以上引き
出せなくなる。

使用できません。
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● 使用条件に
適合しないお
子さま・座席
などでは使
用しないで
ください。

● 車のシー
トベルト
や座席の
種類など
に よ り、
取扱説明
書どおり
にしっか
りと使用できないときは、
他の座席に取り付けてく
ださい。
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●ご使用にな
るときには、
シートベルト
が正しい位置
で調節されて
いることを確
認してくださ
い。

● お子さまがジュニアシート
の上に立ったり、中腰に
なったり、正座をしないよ
うに注意してください。

次のような使いかたは、ジュニアシートが本来の機能を果た
さず、危険をまねくおそれがあります

 危険

● エアバッグ装備の座席で
は使用しないでください。
衝突時、エアバッグの作
動により大きな衝撃を受
け、危険です。

… サイドエアバッグのみの
場合には使用できます。

● 車に取り付けるときは、必
ず車のシートベルトで固定
してください。ひもなど、
シートベルト以外のもので
固定しないでください。

安全にお使いいただくために
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● チャイルドシート固定機能
付きシートベルトの場合、
固定機能を働かせないでく
ださい。

 お子さまが
しめつけら
れ、胸が圧
迫されます。
（6ページ参
照）

● シートベルトをたるんだ状
態で使用し
ないでくだ
さい。ベル
トが首に巻
きつき、窒
息するおそ
れがありま
す。

8

●  衝突事故や製品を落下させ
たときなど、1度でも強い
衝撃を受けたジュニアシー
トは、外見
上の破損が
なくても絶
対に使用し
ないでくだ
さい。

次のような使いかたは、ジュニアシートが本来の機能を果
たさず、危険をまねくおそれがあります

 警告

● お子さまを車内に1人で放
置しないでください。日差
しの強い日などには車内の
温度が高くなり、お子さま
が脱水症状になるおそれが
あります。また予期せぬ事
故の原因となります。必ず
保護者が同乗してください。

●  車のシートベル
トに傷がある場
合は、その座席で
は使用しないで
ください。
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 警告

● 2 ドアや 3ドアの車で後
座席に人が乗る場合には、
助手席には取り付けないで
ください。

 緊急時の脱出の妨げになり
ます。

次のような使いかたは、同乗している方やお子さまに、危険
をまねくおそれがあります

● お子さまが座っていないと
きでも、ジュニアシートは
必ずシートベルトで取り付
けてください。急ブレーキ
をかけたときなど、車内に
転がり、運転の妨げとなる
ことがあります。

● シフトレバーやパーキングブ
レーキなどの操作に支障を
きたす場合は、助手席に取
り付けないでください。

次のような使いかたは、ブースターシートが本来の機能を
果たさず、危険をまねくおそれがあります

● ブースターモード時は必ず
ベルトポジショナーを使用
してください。
衝突時、シートベルトが肩
からはずれて危険です。

● ベルトポジショナーは肩と同じ高さに
なるように調節し、車両シートベルト
がお子さまのからだに合うようにして
使用してください。（28ページ参照）
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 注意

● 直射日光が当たると、本
体やシートベルトの差込
金具などが熱くなり、や
けどをする恐れがありま
す。夏などの日差しが強
い日は、日かげに駐車す
るか、チャイルドシート
にカバーなどをかけてく
ださい。

 また、お子さまを乗せる
前に各部にさわり、やけ
どをしないことを確認し
てから使用してください。

● 走行中は、ジュニアシート
の操作や調整をしないでく
ださい。

 また、同乗している他のお
子さまがジュニアシートを
操作しないようにしてくだ
さい。

● ジュニアシートを車のシー
ト可動部やドアにはさまな
いように、十分注意してく
ださい。

● ジュニアシートを改造しな
いでください。

 また、本書に記載されてい
ない取り扱いをしないでく
ださい。

● 背もたれのみでは、使用し
ないでください。

● 車の座席にクッションや座
ぶとんなどを敷いたまま、
取り付けないでください。

● 座席の表皮素材（革など）
および形状によっては、取
り付けた座席に傷や跡が
つくおそれがあります。
  別売りの「コンビ ズレ防
止・保護シート」の使用
をおすすめいたします。
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● 風雨にさらさないでくだ
さい。
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● 通常の椅子として使用する
と、転倒してけがの原因と
なります。本来の目的以外
には使用しないでくださ
い。

 注意

● シートカバーなどの縫製品
や、ウレタンなどのクッ
ション材をはずしたまま使
用しないでください。ま
た、本製品以外のものと取
り替えたりしないでくださ
い。（衝突時の安全性能に
影響を与えるおそれがあり
ます。）

●固定されていない物を車
内に置かないでくださ
い。急ブレーキや衝突時
にお子さまなどに当たる
可能性があります。

● 組み立てたジュニアシート
を運ぶときは、座面部から
背もたれがはずれることの
ないよう、しっかりと支え
てください。

● 背もたれと座面の接合部に
指などをはさまないように
注意してください。

安全にお使いいただくために
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座面 .................................. 1
背もたれ ........................... 1
ドリンクホルダー ........... 1

組み立て前に、下記の各部品がそろっていることを確認し
てください。

梱包品

組み立てかた

平らな場所で、座面後
部のジョイントに背も
たれのフックを合わせ
ます。

1

背もたれの下部を手で
押さえ、フックを押し
込みます。

2

梱包品と組み立てかた

● 組み立てたときに、背もたれと座面の接合部に指などを
はさまないように注意してください。

● 組み立てたジュニアシートを運ぶときは、座面から背も
たれがはずれることのないようにしっかりと支えてくだ
さい。

フック

ジョイント

取扱説明書（本書） .......... 1

次ページに続く→
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背もたれを起こし、ジョイントの突起部を越えるまで
背もたれを立てます。3

突起部 

ジョイントの突起を越えないと、背もたれは自立しません。

梱包品と組み立てかた

座面後部のカバー部分 
＊背もたれのシートカバーの 
　内側に入れる。 

座面後部のカバー部分を、背もたれのシートカバー
内側に入れて、使用します。4
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各部のなまえ

アームレスト●

ヘッドレスト●

肩ベルトガイド●

ドリンクホルダー●

●ドリンクホルダー
　差し込み口　

背もたれ●

●腰ベルトガイド

●エッグショック
 パッド(EGのみ)

●シートカバー

●取扱説明書
　収納部

●ベルトポジショナー

座面裏

●ヘッドレスト
　調節レバー

●肩ベルトガイド
　調節レバー

座面●
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ドリンクホルダーは、座面の左右どちらでも、取り付ける
ことができます。
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使いかた

1　ドリンクホルダーの取り付けかた

●ドリンクホルダーに熱い飲物を入れないでください。や
けどをするおそれがあります

●ドリンクホルダーが車のドアなどにぶつかる場合は、反
対側に付けなおしてください。

● シフトブレーキやパーキングブレーキなどの運転操作に
支障をきたす場合は、助手席に取り付けないでください。

● お子さまがドリンクホルダーに体重をかけないようご注
意ください。破損するおそれがあります。

ドリンクホルダーはすべてのドリンクサイズには適応でき
ません。ドリンクホルダー内の飲物が安定していることを
確認の上、ご使用ください。
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取り付けかた

座面裏にあるドリンクホルダーの固定用ツメを引き上げた
まま、ドリンクホルダーを引き抜きます。

はずしかた

1 シートカバーをめくります。

2座面の取り付け穴にドリンクホルダーを『カチッ』と音が

するまで、しっかり押し込みます。

3 ドリンクホルダーをひっぱり、抜けないことを確認します。

ドリンクホルダー
取り付け穴

カチッ

固定用ツメ
座面裏
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2 肩ベルトガイド（ヘッドレスト）の高さ調節
お子さまの体格にあわせて、ヘッドレストの高さを調節し、
肩ベルトガイドの高さを適切な高さにしてください。

● 肩ベルトガイドは、車のシートベルト（肩ベルト）がお子
さまの正しい肩の位置で締められるように調節するもの
です。お子さまが成長し、肩ベルトガイドが低くなった
ときには、ヘッドレストの高さを調節し直してください。

● お子さまの後頭部が、ヘッドレストの一番高い位置より
も上に出る場合は、背もたれを取りはずしてご使用くだ
さい。（26ページ参照）そのまま使用すると、事故など
の衝突時に、大変危険です。

肩ベルトガイド（ヘッドレスト）の高さの目安

肩ベルトガイドの位置は、お子さまの肩の高さよりも、少
し上にしてください。

適切な高さ 上がりすぎている下がりすぎている

使いかた
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ヘッドレスト
調節レバー

カチッ
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肩ベルトガイド（ヘッドレスト）の高さ調節

肩ベルトガイドの高さは、7段階に調節できます。

高さ調節をするときには、指をはさまないようにご注意く
ださい。

1 ヘッドレスト調節レ
バーを引き、

2片手で背もたれを押さ
えたまま、ヘッドレス
トを引き上げます。

1

1適切な高さでレバーをは
なし、『カチッ』と音が
するのを確認します。

2ヘッドレストを上下に動
かし、固定されているこ
とを確認します。

2

下げるときも、同様の手
順で行ってください。
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使いかた

3　肩ベルトガイドの幅調節

19

お子さまの体格にあわせて調節してください。肩ベルトガ
イドの幅調節は2段階です。

お子さまの首にベルトがかからないように、またお子さ
まの肩からベルトがはずれないように調節してください。

肩ベルトガイドの幅の目安

調節のしかた

1ヘッドレスト背面の肩ベルトガイド調節レバーを引きながら

2 肩ベルトガイドを調節（内側・外側の2段階）します。

3 調節レバーを戻して肩ベルトガイドが固定されているこ
とを確認します。

肩ベルトガイド

肩ベルトガイド調節レバー

肩ベルトガイドは、左右両側を同時に調節することをおすす
めします。
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● チャイルドシート固定機能付きシートベルトの場合、固
定機能を働かせないでください。

　お子さまが締め付けられ、胸が圧迫されます。（詳しくは、
6ページをご覧ください）

● シートベルトがたるんだ状態で使用しないでください。
ベルトが首に巻きつき、窒息するおそれがあります。

● 車のシートベルトに傷がある場合は、その座席では使用
しないでください。

● 必ず 3点式シートベルトの座席で使用してください。2
点式シートベルトの座席では絶対に使用しないでくださ
い。本来の機能を果たさず、大変危険です。

● お子さまが座っていないときでも、必ずシートベルトを
取り付けてください。急ブレーキをかけたときなど、車
内に転がり、危険なことがあります。

車のシートベルトをヘッドレス
トの肩ベルトガイドと座面の腰
ベルトガイドに通して使用しま
す。

○体重条件………15kg以上～36kg以下

○身長の目安……95cm～145cm程度

○年齢の目安……3才ころ～11才ころ
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お子さまを座らせる前の準備

● 車の座席がリクライニングできる場合は、立てた状態で
使用してください。極端に倒した状態で使用すると、事
故などの衝突時にお子さまの体がシートベルトの下から
すり抜けたり、シートベルトが首にかかったりするおそ
れがあり危険です。

● 車の座席角度に合わせ
て、15゜前後の傾き
で使用してください。
角度を確かめるとき
は、本書裏表紙の角度
チェッカーをご利用く
ださい。

1座席のヘッドレストが
取りはずせる場合は取
りはずします。

2 シートベルトの肩の高
さが調節できる場合は
下げておきます。

1

ジュニアシートを車の座席
に置き、シートベルトを引
き出して、図のように肩ベ
ルトガイドと腰ベルトガイ
ドに通し、バックルに『カ
チッ』と音がするまで差し
込みます。

2

お子さまを座らせていないと
きは、つねにこの状態にして
おいてください。

肩ベルト 
ガイド 

腰ベルトガイド 
バックル 

カチッ 

ジュニアモード
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お子さまの座らせかた

お子さまを図のように座
らせると、ジュニアシー
トが本来の機能を果たさ
ず、危険です。

お子さまを、座面に深く座らせてください。

● 極端に体を傾けて座って
いる。

●のけぞる、前かがみにな
る。

●中腰・正座・立てひざ
などをする。

背もたれと座面の間に衣服をはさむおそれがあります。注
意してください。

車のバックルボタンがアームレストにぶつかる座席で使用の場
合、肩ベルトはベルトガイドに通さず、アームレストの上（外側）
を通してご使用ください。

肩ベルト

アームレスト

バックルボタン
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ジュニアモード

● お子さまが1人で乗り降りすると、車の座席からずり落
ちたりするおそれがあります。必ず、保護者の方が乗せ
降ろしをしてください。

● お子さまの腕は、必ずシー
トベルトの上になるように
してください。

バックルをいったんはず
し、お子さまを深く座らせ、
シートベルトを引き出して
図のようにバックルに「カ
チッ」と音がするまで差し
込みます。

1

タング バックル

カチッ
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お子さまを座らせ、シートベルトを締めたら、次のことを
確認してください。

ジュニアモードの完了チェック

これらの項目をチェックし、正しい状態でない場合は、
21～ 23ページの手順の必要なステップを、もう一度く
り返してください。それでも正しい状態にならない場合は、
その座席では使用しないでください。本来の機能を果たさ
ず、危険をまねくおそれがあります。

1車の座席とジュニアシートの間に大きなすき間がないこと。
2ベルトガイド（ヘッドレスト）の高さが正しく調節されていること。
3シートベルト（肩ベルト）が肩ベルトガイドを通っていること。
4肩ベルトがお子さまの首を圧迫していないこと。また、肩から
はずれていないこと。

5シートベルトがお子さまの体に密着していて、ねじれやたるみ
がないこと。

6シートベルト（腰ベルト）がお子さまの腰骨を押さえていること。
7シートベルトのタングがバックルにしっかり差し込まれており、
はずれないこと。

8シートベルト（肩ベルト・腰ベルト）が腰ベルトガイドを通って
いること。

＊ 車のシートベルトのバックルボタンが
アームレストにぶつかる座席で使用の
場合（22ページ参照）
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ブースターモード

●ブースターモード時は必ずベルトポジショナーを使用し
てください。

　衝突時、シートベルトが肩からはずれて危険です。
● チャイルドシート固定機能付きシートベルトの場合、固
定機能を働かせないでください。

　お子さまが締め付けられ、胸が圧迫されます。（詳しくは、
6ページをご覧ください）

● シートベルトがたるんだ状態で使用しないでください。
ベルトが首に巻きつき、窒息するおそれがあります。

● 車のシートベルトに傷がある場合は、その座席では使用
しないでください。

● 必ず 3点式シートベルトの座席で使用してください。2
点式シートベルトの座席では絶対に使用しないでくださ
い。本来の機能を果たさず、大変危険です。

● お子さまが座っていないときでも、必ずシートベルトを
取り付けてください。急ブレーキをかけたときなど、車
内に転がり、危険なことがあります。

背もたれをはずし、座面部の腰
ベルトガイドにシートベルトを
通します。

また、肩ベルトをお子さまの体
に合わせるためにベルトポジ
ショナーを使用します。

○体重条件………15kg以上～36kg以下

○身長の目安……95cm～145cm程度

○年齢の目安……3才ころ～11才ころ
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270°

ジョイント

突起部

270°
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背もたれのはずしかた

1

2

背もたれを、座面ジョイン
トの突起部を越えるまで後
ろに倒します。

座面と背もたれの間を
270°まで開きます。

背もたれをはずすときは、座面
と背もたれの間を270°まで
倒せる場所で行ってください。

3 1座面を少し戻しながら、
2はずします。
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ブースターモード

お子さまを座らせる前の準備

車の座席がリクライニングできる場合は、立てた状態で使
用してください。極端に倒した状態で使用すると、事故な
どの衝突時にお子さまの体がシートベルトの下からすり抜
けたり、シートベルトが首にかかったりするおそれがあり
危険です。

車の座席のヘッドレストをはずしている場合は取り付け
ます。1
座面を車の座席に置き、腰
ベルトガイドにシートベル
トを通し、バックルに「カ
チッ」と音がするまで、差
し込みます。

2

お子さまを座らせていないと
きは、つねにこの状態にして
おいてください。

車のバックルボタンがアームレストにぶつかる座席で使用の場
合、肩ベルトはベルトガイドに通さず、アームレストの上（外側）
を通してご使用ください。

＊必ずベルトポジショナーを使用してください。（28ページ参照）

肩ベルト

アームレスト

バックルボタン
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お子さまの座らせかた

1 お子さまを深く座らせ、肩の高さに合わせてベルトポ
ジショナーの長さを調整します。
＊ベルトポジショナーは座面裏に収納されています。

2 お子さまを深く座らせ、シートベルトを引き出して、
肩シートベルトをベルトポジショナーに通し、腰シー
トベルトを腰ベルトガイド（アームレストの下）に通し
ます。
図のようにバックルに「カチッ」と音がするまで、差し
込みます。

タング

バックル

短くする場合 長くする場合

座面裏
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ベルトポジショナーの正しい位置

ベルトポジショナーは図のように肩と同じ高さになるよう
に調整し、車両シートベルトがお子さまのからだに合うよ
うにしてください。

ベルトの通しかた

ベルトポジショナーのベルトがはずれてしまった場合は、
図のようにベルトを通してください。

ブースターモード

お子さまの腕は、必ず
シートベルトの上にな
るようにしてください。
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ブースターモードの完了チェック
お子さまを座らせ、シートベルトを締めたら、次のことを
確認してください。

30

これらの項目をチェックし、正しい状態でない場合は、
27～ 29ページの手順の必要なステップを、もう一度く
り返してください。それでも正しい状態にならない場合は、
その座席では使用しないでください。本来の機能を果たさ
ず、危険をまねくおそれがあります。

1車の座席のヘッドレストが取り付けられていること。

2肩ベルトがベルトポジショナーを通り、お子さまの首を圧迫して
いないこと。また、肩からはずれていないこと。

3シートベルトがお子さまの体に密着していて、ねじれやたるみ
がないこと。

4腰ベルトがお子さまの腰骨を押さえていること。

5シートベルトのタングがバックルにしっかりと差し込まれており、
はずれないこと。

6シートベルト（肩ベルト・腰ベルト）が腰ベルトガイドを通って
いること。

＊ 車のシートベルトのバックルボタンが
アームレストにぶつかる座席で使用の
場合（27ページ参照）
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座面

背もたれ

1 ジュニアシートの背も
たれと座面をはずしま
す。（はずしかたは、
26ページ参照）

2

お手入れのしかた
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シートカバーのはずしかた

シートカバーをはずしたまま使用しないでください。また、
本製品以外のものと取り替えたりしないでください。（安
全性能に影響を与えるおそれがあります）

アームレストをはずすには

1のシートの端を半分ほどはずし、次に2の赤い伸縮性の
布の部分をはずします。

フック

伸縮性布

1座面のフック4ヵ所をはずし、

2アームレストは図の手順（1～2）ではずし、シー
トカバーを取りはずします。
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3 背もたれのホック1ヵ所をはずし、背もたれからシー
トカバーを引き抜きます。

4 ヘッドレスト背面のフック6ヵ所と、背もたれ下端に
引っかけてあるゴムをはずし、シートカバーを取りは
ずします。

ホック

ゴム

フック

フック

肩ベルトガイド下のフックがはずしにくいときは、ヘッドレ
ストを高くすると、はずしやすくなります。
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シートカバーの取り付けかた

お手入れのしかた

1 ヘッドレストに、シートカバーをかぶせ、ヘッドレス
ト背面のフック6ヵ所を取り付け、背もたれ下端にゴ
ムを引っかけます。

2 前後の向きをあわせて、背もたれにシートカバーをか
ぶせ、ホック1ヵ所をとめます。

ゴム

フック

フック

ホック
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3 座面のシートカバーを取り
付けます。
1アームレストにシート
カバーをかぶせます。

図のようにアームレスト
の先端を、シートカバー
の内側に十分入れてから、
全体をかぶせます。

2 通気口がある場合は、
通気口の周りを取り付
けます。

3フック4ヵ所を取り付
けます。

通気口

外
側

内
側

フック

通気口は、外側、内側の
順に取り付けてください。
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通常は、かたく絞った布で水ぶきしてください。汚れがひ
どい場合は、中性洗剤を水で薄めた液で汚れを落としてか
ら水ぶきし、日陰で乾燥させてください。

※蛍光増白剤を含まない洗剤を使用してください。
※洗濯機、脱水機、乾燥機は使用しないでください。

洗濯時は、次のことを守ってください。

お手入れのしかた

35

シートカバーの洗いかた

本体のお手入れのしかた

中性洗剤を原液で使用したり、ガソリン、ベンジンなど有
機溶剤の使用はおやめください。本体を傷めるおそれがあ
り、危険です。

手洗い 

30

液温は30℃を上
限として手洗い
してください。 エンソ

サラシ

塩素系漂白剤は
使用しないでく
ださい。

アイロン掛けは
しないでくださ
い。

ドライ
ドライクリーニ
ングはしないで
ください。

ヨ ワ ク 

強く絞ると、シ
ワが残ることが
あります。 平 

日陰で平干しし
てください。
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保管のしかた

本体

長期間使用しないときは、車から降ろし、風通しが良く、お
子さまの手の届かない場所に保管してください。

取扱説明書

ご使用前に必ず本書を読み、十分ご理解の上、座面裏の収納部
にはさみ込んで保管してください。（14ページ参照）

廃棄のしかた
● お住まいの各自治体の規定にしたがい処分、廃棄してくださ
い。

● 衝突事故や製品を落下させたときなど、1度でも強い衝撃を
受けたジュニアシートは、外見上の破損がなくても絶対に使
用しないでください。事故により処分する場合は、本製品が
再利用されないように縫製品などをはずして、廃棄してくだ
さい。

製品を安全に、正しくお使いいただくために。

製品を安全に正しくお使いいただくための情報を、当社ホーム
ページでご案内しております。下記のホームページをご覧くだ
さい。

http://www.combi.co.jp/safetyinfo/index.html
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製品質量：●本体…4.2kg

材　　料：●本体…ポリプロピレン
 ●ドリンクホルダー…ポリプロピレン
 ●シートカバー

 表生地…ポリエステル、ポリウレタン（EGのみ）

 クッション材…ポリウレタン、ポリスチレン

製品サイズ
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保証規定
1. １度ご使用になった製品は、原則としてお取り替えできません。
2. 保証期間内（お買い上げ日より１年間）に正常な使用状態において、万一故障した場合には無料

で修理いたします。
3. 保証期間内でも次のようなものは有料修理になります。
（a） プラスチック部品の自然劣化による変色。
（b） シートカバーなど、縫製部品の傷や破れ。
（c） お客様の誤使用、または改造や不当な修理による故障及び損傷。
（d） 火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変による故障及び損傷。
（e） 本書に製品名、お買い上げ日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書き

換えられた場合。
（f） 本書のご提示がない場合。
（g） 一般家庭以外で、業務用やレンタル等でご使用され故障した場合。
（h） 有料修理の場合に要する運賃などの諸経費。

4. 衝突事故など、１度でも強い衝撃を受けた製品の修理はできません。
5. 本書は日本国内においてのみ有効です。海外からの修理サービスは致しかねます。
6. 製造中止後の製品については必要部品の在庫がなくなった場合、修理できないこともあります。

● お買い上げ後、製品名、お買い上げ日、お客様名、販売店名をただちにご記入願います。
● 万一故障が生じました場合は保証書をご提示ください。本書は再発行いたしませんので、大切に保管し
てください。

● この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。従って
この保証書によって法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理につ
いてご不明の場合は、当社コンシューマープラザ、またはお買い上げの販売店にお問い合わせくだ
さい。

●品質保証書にご記入いただいた個人情報は、故障・修理の確認、修理品の発送にのみ利用いたします。
それ以外の用途には利用いたしません。

修理メモ

品質保証書
コンビ　ジュニアシート

本書は、本書記載内容で無料修理を行うことをお約束するものです。お買い上げ
の日から下記期間中製品の故障が発生した場合は、本書をご提示のうえ、当社コ
ンシューマープラザ、または、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

製品名

お名前

住　所

店　名

TEL

TEL

お買い上げ日
年　　月　　日

保証期間

お買い上げ日より1年間（ただし保証規定による）

ロットNo.

（座面部裏面のシールをご覧ください。）

お

客

様

販
売
店

ご住所　〒

ムーヴフィットジュニア

ymk-fukazawa
線

ymk-fukazawa
線



15°

ジュニアシートを車の座席角度にあわ
せて、15度前後に傾けます。
図のように、本書をジュニアシートの
背もたれにあわせます。
赤いラインが垂直になったら、約15度
の角度です。

こ
の
ラ
イ
ン
を
垂
直
に
し
ま
す
。

ジュニアシートを車に
取り付けたときの、正
しい角度の目安として
お使いください。

コンビ
ムーヴフィット
ジュニア

商品に関するお問い合わせ、部品購入、修理などのご相談は、コンシューマープラザにて対応いたします。

コンシューマープラザ（Customer Service Center）
受付時間：10:00～17:00（日祝日、年末年始を除く）
〒339-0025　埼玉県さいたま市岩槻区釣上新田271
■総合受付（各種ご相談）窓口　商品に関するお問い合わせ/修理のご要望/各種ご相談/その他
TEL.（048）797-1000　FAX.（048）798-6109
■部品販売（相談）窓口　部品購入のお問い合わせとご注文
TEL.（048）797-1001　FAX.（048）798-6109

コンシューマープラザ（Customer Service Center）／西日本担当
受付時間：10:00～17:00（土日祝日、年末年始を除く）
〒540-0026　大阪府大阪市中央区内本町2-4-16
TEL.（06）6942-0379　FAX.（06）6942-0302

＊ホームページでのご案内　http://www.combi.co.jp/cp/

Web上にコンビの育児サイトを開設しています

コンビの製品＆育児情報サイト・コンビタウン

118986020　　　　10.8


